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平成27年度予算見積調書(2月補正予算)

B21

課室名:課室名:エコタウン課

内線:内線:3186

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成27年度～
平成29年度

会計 款 項 目

一般会
計

環境費総務費 環境保全推進
費

説明事業

エコタウンプロジェクト推進費

戦略項目

担当名:担当名:企画担当

09　　　新エネルギー埼玉モデルの構築

040202　低炭素な暮らしとまちづくりの推進

予算額

決定額 △5,683△5,683

現計額 10,69210,692 1010

△5,683△5,683

10,68210,682

5,0095,009

補正後の
予算額

財　　源　　内　　訳

諸収入
一般財源

番号

エコタウンプロジェクト推進事業費

１　事業の概要

　エコタウンプロジェクトは、既成市街地において、徹

底した「省エネ」、太陽光発電を中心とした再生可能エ

ネルギーによる「創エネ」、蓄電技術による「蓄エネ」

によるエネルギーの地産地消を目指している。

　プロジェクト推進にあたっては民間事業者と連携を重

視しつつ事業を実施していく。

　また、これまでの取組の成果を発信する。

（１）エコタウンプロジェクト運営費　△5,683千円

２　事業主体及び負担区分

ア、イ、ウ　（県10/10）

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×１人＝9,500千円

５　事業説明
（１）事業説明
　エコタウンプロジェクトについて民間事業者と連携しつつ具体的に推進していく。
　また、これまでのプロジェクト成果を取りまとめ、他地域に発信していく。

　ア　民間事業者との連携（企業募集経費等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　455千円→　425千円
　　　エコタウンプロジェクトに参加する企業募集実施など民間事業者との連携を行う。
　イ　エコタウンプロジェクト成果発信（成果検証委託、成果報告書作成費等）　　7,295千円→1,895千円
　　「重点実施街区」での省エネ・創エネに関する取組等について検証・分析を行うとともに成果を県内外に発信する。
　ウ　プロジェクト運営（事務補助臨時職員賃金、消耗品費等）　　　　　　　　　2,942千円→2,689千円
　　　プロジェクト運営にあたっての事務的経費

（２）事業計画
　　平成27年度　　新（展開）エコタウン選定、新「重点実施街区」における事業への参加企業等募集
　　　　　　　　　これまでの成果の詳細検証・分析、成果取りまとめ・発信
　　平成28年度　　展開エコタウンモデル構築推進

（５）補正予算の概要

　　平成29年度　　展開エコタウン成果取りまとめ・発信

（３）事業効果
　・　民間事業者との緊密な連絡調整
　・　エコタウンプロジェクト成果の明確化・効果的発信
　・　プロジェクト実施にあたっての円滑な事務運営

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　・　技術・ノウハウを持った民間事業者の主体的な参画を促す。

(単位：千円)

　委託料等の経費節減による減額

　　　委託料等の経費節減による減額　△5,683千円

分野施策


